
 

 

 

 

 

 

 

 

感謝報恩の心

 

校長 土屋 秀人 

  

先日、本校の 6 年生が卒業に向けた「感謝のつどい」を実施しました。その名のとおり、これまでの

成長を支えてくださった方々への感謝の気持ちを、子どもたちは心を込めてさまざまな出し物やゲーム

に盛り込み、心温まるひとときとなりました。 

 

「感謝の気持ち」については、これまでも講話などを通じて子どもたちに伝えてきました。例えば、オ

リンピックでメダルを獲得した選手がインタビューでほぼ必ず「周りの人への感謝」を口にするのはな

ぜでしょうか。逆に考えれば、「周りの人々への感謝」を忘れない人こそが、大きなことを成し遂げられ

るのかもしれません。周りの人のやさしさや応援に敏感に気づき、それに「ありがとう」と言葉や行動で

応えることで、さらに多くのやさしさや応援を受け取ることができます。この好循環が、やがて大きな成

功や幸せを引き寄せ、自分だけでなく周囲の人々にも幸せをもたらすのだと思います。 

 

もっとも、周りの人のやさしさに気づく感受性は人それぞれで、成長の段階にも差があります。また、

「ありがとう」を伝える方法もさまざまです。年度末を迎え、新たな道へと歩み出す子どもたちにとって、

「感謝とは何か」を改めて考える機会となれば幸いです。 
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感謝報恩の心を持つということは、人間にとってきわめて大事なことである。 

 いうまでもないことであるが、人間は自分一人の力で生きているのではない。いわゆる天地自

然の恵みというか、人間生活に欠かすことのできないさまざまな物資が自然から与えられている

のである。また多くの人びとの物心両面にわたる労作というものがあって、はじめて自分の生活

なり仕事というものが存在し得るのである。いいかえれば、自然の恵み、他の人びとの働きによ

って、自分が生きているわけである。 

 そういうことを知って、そこに深い感謝と喜びを味わい、そしてさらに、そうした自然の恵

み、人びとの恩に対して報いていくという気持ちを持つことが大切だと思う。そういう心から

は、いわば無限の活力とでもいうものが湧き起こってこよう。それが事をなしていく上で非常に

大きな力となってくると思う。                 

                            松下幸之助「指導者の条件」より 

 

 



小学校６年間を振り返って 

    あと少しで卒業を迎える６年生。小学校生活の思い出を振り返りました。 

 

 

 

  

    ６年１組    

 ６年生になってとても充実した日々を送りました。移動教

室、運動会などの行事を通して、団結力や人との接し方

が成長しました。苦手に感じていた友達の良い所を知り、

たくさんの友達とも仲良くなれました。クラスは一人一人

違う個性が合わさっているからこそ、自分では考えもしな

かったことに気付くことができました。私は６年１組でよか

ったです。この経験を中学校でも生かしていきます。 

６年１組    

 ６年生の最初にみんなで目標を立て、それを意識して生

活するようになった。例えトラブルが起こったとしても止め

たり、解決したりしようとする人が増えた。そして行事など

を自分たちで計画して実行できて楽しかった。中学校で

よいスタートを切るためにも、これまで以上にクラスで団

結し、自分が何をすべきか、何ができるのかをよく考えて、

クラスの役に立てるよう全力で努力していきたい。 

６年２組 

  ６年間で一番学んだことは、集団行動の大切さです。

社会科見学で、先生から「貸切ではないのでいろいろな

方がいます。迷惑をかけないように行動をしてください」

と言われました。班行動のとき、班の人の靴紐がほどけた

ことを、班の違う人が気付き「ちょっと待って」と声をかけ

てくれました。その時に周りのことをよく考えないといけな

いと感じ、その後、自分から声掛けができるようになりまし

た。中学校生活でもそのことを大切にしたいです。 

６年２組 

  「八方美人はだめ」だと小学校生活で学びました。私

は過去に友達の言うことばかりを優先してしまい、そのこ

とが原因で傷ついてしまったことがあります。そのときは

「もう友達は作りたくない」と思ってしまいましたが、６年生

になって友達ができ、誘ってもらって遊んだとき、今まで経

験したことのない楽しさを味わいました。この経験から、友

達を作っても「八方美人」ではダメなのだと知りました。中

学校でもこの経験を忘れずに生活していきたいです。 

 ６年３組    

 私が特に心に残っていることは、４年生の時に運動会で

やった台風の目です。台風の目は、クラス全員で協力し

て、走ったり回ったりする競技です。練習の様子を動画で

撮影し、改善点を探したり、走る順番を話し合ったりしまし

た。本番では負けてしまいましたが、試行錯誤したことは

とてもいい経験になりました。中学生になっても、失敗を

恐れずたくさん挑戦したいです。 

 

６年３組  

 誠之小学校で６年間を過ごし、たくさんのことを経験す

ることができました。その中でも特に大切だと感じたこと

は、「メリハリをつけること」です。話を聞く時はしっかり聞

き、楽しむ時は思いっきり楽しめば、最高の思い出になる

と学校生活の中で実感し、学ぶことができました。中学校

でも、メリハリをつけて生活し、最高の思い出を作れるよう

に頑張りたいと思います。 

６年４組      

  私は、5 年生の時の八ヶ岳移動教室が一番思い出に

残っています。登山の時、段々と足がきつくなり、途中で座

りこんでしまいました。その時に、友達が休憩をはさみな

がら、最後まで一緒に登ってくれました。水筒の水が足り

なくなった時は、水が残っている人が、みんなに分けてあ

げていました。無事にみんなで登山ができてうれしかった

です。友達と助け合うことで、集団生活の素晴らしさも感

じました。大変だったけど良い思い出になりました。 

６年４組    

  私は、小学校生活で色々な代表ができました。5年生

ではわくわく班や八ヶ岳移動教室の班長をやりました。６

年生になってからは、委員長や魚沼移動教室の班長をや

りました。私は、4年生で転校してきましたが、転校したて

の時と今では、今の方が積極的だと思います。小学校で

３年間過ごして、自分から行動することや協力することを

学びました。小学校生活で学んだことを中学生になって

もいかしていきたいです。 



 

 

 

 

 

 

今年度もあとわずかとなり、５年生の子供たちも自分の成長を振り返る時期となりました。１学期には、初めて委員

会活動に参加し、学校のためにいろいろな場面で５・６年生が働いていることを知りました。自分たちも、責任感をも

って仕事ができるようになりました。２学期には、誠之小学校の伝統の「南中ソーラン」も踊りました。また、学芸会の

会場の片付けをし、大道具や観客席の片付けをすることで学校の行事に関わることができました。これまで知らなか

ったけれど、学校行事の度に６年生がこうやって準備や片付けをしてくれていたのだと初めて気付きました。 

そして、３学期。５年生にとっての３学期は、「６年生のゼロ学期」です。４月に「最高学年」としてスタートが切れる

ように、今まさに準備の真っただ中です。 

 

 

わくわく班 新リーダー 

一番の大仕事は、縦割り班活動「わくわく班」のリーダーを６年生から引き

継いだことです。下級生たちが見つめる中、前に立って指示を出したり説明

したりする緊張感や、計画通りに進まないときの不安や焦りも、初めて味わう

ものでした。「６年生が、休み時間も使って準備してくれていたなんて知らな

かった。」「低学年の子が分かるように説明するのが難しかった。」と、リーダ

ーを務めることの大変さや、６年生への感謝と尊敬の念を感じた５年生も多

くいました。その中でも、「みんなが真剣に話を聞いて 

くれてうれしかった。」「１年生が喜んでくれてかわいかった。」と、やりがいと楽しさも感じることができました。 

 

６年生へ 感謝のプレゼント作り     卒業式の入場曲練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「６年生を送る会」で、６年生にプレゼントを送ります。わく

わく班ごとに１年生から５年生が名前を書いたカードを、５年

生が代表して一つのプレゼントに仕上げます。下級生みんな

の想いをつたえるために、心を込めて作り上げました。 

卒業式には参列できませんが、５年生がリコ

ーダーで吹いた曲を録音したものが、卒業生

の入場曲として流れます。「６年生を送る会」で

は、体育館にて生演奏で６年生を迎えます。 



  
３月の行事予定  
 

 

※３月のこどもひろばの使用はありません。 

 

 

 

 

日 曜 行       事 こどもひろば 

1 土   

２ 日   

３ 月 全校朝会  

４ 火 避難訓練  

５ 水 安全指導   ヤクルト出前授業（３年生）     

６ 木 ６年生を送る会  

７ 金 卒業遠足（６年生）  

８ 土   

９ 日   

１０ 月 全校朝会   保護者会（１・２・３年生）  

１１ 火 保護者会（４・５・６年生）  

１２ 水 委員会活動   

１３ 木   

１４ 金 おはなしの森（６年生）  

１５ 土   

１６ 日   

１７ 月 全校朝会   そろばん教室①（３年生）  

１８ 火 そろばん教室②（３年生）  

１９ 水   

２０ 木 春分の日  

２１ 金 大掃除  給食終  

２２ 土   

２３ 日   

２４ 月 修了式   卒業式予行練習  

25 火 卒業式  

２６ 水 春季休業日始  

～ ～  

～ 

  

4/4 金 前日準備（６年生）  

５ 土   

６ 日   

７ 月 始業式   入学式  

３月の生活目標  『一年間のまとめをしよう』 

 

月の生活目標  『遊び方を工夫しよう』

 


